
令 和 ８ 年 度

主 な 所 管 事 務 及 び 事 業

（令和８年５月）

産業建設委員会
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令和８年度主な所管事務及び事業

農政部 農務課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 農業振興地域整備計画推進

事業

◎飛騨地域農業再生協議会によるアグリルックの導入 ７，１９９

２ 営農推進対策事業 ・水稲病害虫共同防除に対する助成

・農業経営体等への農地集積協力者に対する助成

・農地の集約化等のための地域計画の運用・更新

・農地集積・集約の担い手に対する助成

１７，９１５

３ 農作物獣害防止対策事業 ・鳥獣被害防止柵設置に対する助成

・有害鳥獣の捕獲

・捕獲わなの製作

・捕獲鳥獣活用に対する助成

・鳥獣捕獲免許取得に対する助成

◎クマによる人身被害防止に係る体制等の充実

８１，６２５

４ 新規就農者等育成支援事業 ・新規就農者の経営規模拡大に対する助成

・就農体験ツアー、就農移住相談会ほか

・就農希望者に対する実践的な農業研修の支援

・５０歳未満の独立・自営就農者に対する助成

・農業後継者に対する助成

５２，５２０

５ 農業施設等整備費助成事業 ・パイプハウスや農業機械等の導入に対する助成

・中山間地域等の労働環境改善施設等の整備に対する助成

・小規模農家等の営農継続に対する助成

１２６，３００
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６ スマート農業導入事業 ・ＩＣＴを活用した農業機械の導入に対する助成 ９，０００

７ 環境保全型農業推進事業 ・地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動に対する助成

・有機農業の開始等に対する助成

５，１００

８ 農業土木施設整備事業 ・防災ダムの維持管理

・農道、農業用排水路の整備

・荘川清流発電所の維持管理

８２，３３４

９ 県営土地改良事業 ・県営中山間地域総合整備（南高山地区）

・県営中山間地域総合整備（西高山地区）

・県営かんがい排水整備（上野平地区）

・県営かんがい排水整備（中根地区）

・県営かんがい排水整備（高原地区）

・県営ため池等整備（菅沢ため池）

・県営農道施設強化対策（島橋）

・県営農村地域防災減災（久々野防災２期地区）

・県営中山間地域総合整備事業の受益者分担金に対する助成

１０３，９８０

１０ 土地改良事業 ◎中切貯水槽整備 ２４，４３０

１１ 地方卸売市場事業 ・地方卸売市場管理 ２５，３９１
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参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野５－（１）》農業・林業・畜産業

★スマート農業導入事業

○農業継続に向けた支援の検討

〇新規就農者など多様な担い手の確保・育成の検討
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 51200 農業振興地域整備計画推進事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 農務課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 5 農林水産業費

枝番・内容 1 飛騨地域農業再生協議会によるアグリルック導入事業
□ その他重要事業 項 1 農業費 内線 2222

□ 目 2 農業総務費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・アグリルック導入により、水稲における適正管理及び追肥や防除、刈取などの作業計画に活用し
、日々の作業の効率化と省力化を進めるとともに、新規参入者の営農のハードルを下げること。

概要
・人工衛星と気象データ及びこれまでの飛騨地域での傾向データを活用したシステム（アグリルック）の導入及び生産者の利用により、生産者の水稲の適正管理につながり、飛騨米の品質向
上及び生産量の増加に寄与する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 678

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・アグリルック導入に伴う負担金
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 678
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]
アグリルック導入に伴う飛騨地域農業再生協議会への負担金の増

[スケジュール] [スケジュール]
令和7年度～飛騨農業振興会で試験導入
令和8年度～飛騨地域農業再生協議会で本格導入

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 51310 農作物獣害防止対策事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 農務課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 5 農林水産業費

枝番・内容 1 クマによる人身被害防止に係る体制等の整備
□ その他重要事業 項 1 農業費 内線 2222

□ 目 3 農業振興費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・クマの人家近くへの目撃の増加に伴う、人身被害防止に係る体制等の充実を図る 概要
・クマによる人身被害防止に必要な緊急銃猟出動に係る報酬の設定、技術者の育成に対する助成
・市民への注意喚起チラシの作成等を実施

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 3,895

繰越

主な経費

繰越

主な経費
・報酬
・需用費
・補助金　など

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 3,895
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

クマによる人身被害防止に係る体制等の充実を図る
　・緊急銃猟出動報酬の新設
　・緊急銃猟にかかる技術者の育成
　・クマ注意喚起チラシ作成　など
　

[スケジュール] [スケジュール]

　令和7年9月～緊急銃猟制度開始
　令和8年度～体制等の充実

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 54210 土地改良事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 農務課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 5 農林水産業費

枝番・内容 1 土地改良施設維持管理適正化工事
□ その他重要事業 項 4 農業土木費 内線 2229

□ 目 2 土地改良費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・土地改良施設の機能保持と長寿命化を図る。 概要 ・土地改良施設の機能保持と長寿命化を図るため、施設の修繕・更新を行う。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 14,500 予算額 当初 8,000

予算額

当初 予算額 当初 7,300

繰越

主な経費 ・土地改良施設維持管理適正化工事

繰越

主な経費 ・土地改良施設維持管理適正化工事
補正等 補正等

最終 14,500 最終

決算額 13,750 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） △ 6,500 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） △ 700
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

・飛騨東部大西団地揚水機場ポンプ整備補修工事

[評価等]

・老朽化したポンプ施設について、更新を行い施設の長寿命化を図る事が
できた。

[事業内容]

 ・糠塚揚水機場ポンプ整備補修工事の実施。

【実施地域】

・糠塚農場団地（高山）

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

 ・飛騨東部中切団地貯水槽整備工事の実施。

【実施地域】

・飛騨東部中切団地（高山）

[スケジュール]

・R7年度　更新工事を実施

[スケジュール]

  R8.5～事業実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

・適正化事業にて施設の機能保
持及び長寿命化を図るため、引
き続き県及び土地改良事業団
体連合会への働きかけを行う。

☑ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

農政部 畜産課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 畜産事業 ◎農畜産物のＰＲ事業の実施 １，８４３

２ 繁殖牛舎等整備費助成事業 ・繁殖牛舎等の整備に対する助成

・自給飼料の生産拡大機械等の整備に対する助成

・小規模農家等の牛舎改修等に対する助成

５１，４７０

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野５－（１）》農業・林業・畜産業

〇飛騨牛ブランド強化の検討
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主要事業個票（令和８年度予算）

事業名 52100 畜産事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 農政部　畜産課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 5 農林水産業費

枝番・内容 1 農畜産物PR事業
□ その他重要事業 項 2 畜産業費 内線 2239

□ 目 1 畜産総務費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・当市の農畜産物を広く周知し、消費拡大を図るとともに飛騨高山ブランドを発信する。 概要 ・都市部でのPR宣伝を実施

[参考] R6決算（Do・Check）　R6.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R6.3時点 （千円） R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 1,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・宣伝（PR）時の販促物作成等の経費等
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 　 1,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]
・宣伝（PR）イベント等への参加
  旅費　300千円 (うち150千円農務課)
　需用費　消耗品 240千円
　委託料　販促物作成　160千円
　委託料　運営業務委託　300千円

[スケジュール]
[スケジュール]
R8.4月～5月
　・千代田区との事前相談及び打合せ
　・詳細内部協議、実施に向けての具体的な協議
　・関係団体等との協議（ビラ配布物、物品配布の選定等）
　・千代田区広報に掲載のための原稿提出
R8.6月　
　・千代田区広報掲載
　・実施についての具体的な協議
　・千代田区との事前相談及び打合せ
R8.7月
　・PR事業実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R5完了 □ R6完了

□ R6完了予定 □ R7完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

商工労働部 商工振興課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 物産宣伝推進事業 ・飛騨高山展の開催

・土産品の奨励

９，４４０

２ 伝統的工芸品産業等振興

事業

・飛騨高山の名匠の認定

・原材料等共同購入に対する貸付

・伝統的工芸品産業後継者育成に対する助成

・漆山（市有林）の整備

・飛騨漆の森プロジェクトに対する助成

◎伝統的工芸品の海外販路拡大への支援

４８，６７５

３ 中小企業融資事業 ・県保証協会小口融資預託金

・県保証協会中小企業経営安定特別資金融資預託金

・中小企業資金融資利子補給金（債務負担）・保証料補給金

・県制度融資等の借入れに対する助成

・新型コロナウイルス対策伴走支援型融資利子補給金（債務負担）

９７２，７００

４ 道の駅等管理事業 ◎飛騨街道なぎさ施設改修

継続費 令和８年度～令和９年度

１４９，２７２

５ 商工関係団体支援事業 ◎酒米価格高騰に伴う酒蔵に対する助成 ２５，７００

６ 地域経済戦略事業 ・新商品の開発等に対する支援 ５，１２０
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７ 中小企業新技術導入事業 ・デジタル技術を活用した生産性向上等に対する助成 １０，０００

８ 事業承継支援事業 ・事業承継関連制度融資等の借入れに対する助成

・事業承継マッチングサイトの活用

１１，５００

９ 暮らし応援商品券事業 ・暮らし応援商品券の発行に対する助成など ８８６，００１

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野５－（２）》商業・工業

★事業承継支援事業

★地場産業の人材確保及び後継者育成に向けた支援

★中小企業新技術導入事業

○新商品開発やマーケティング強化に向けた支援の検討

○域外資本企業と市民・地元事業者の共存を図るための取り組みの検討
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 61105 伝統的工芸品産業等振興事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 商工振興課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 6 商工費

枝番・内容 1 伝統的工芸品の海外販路拡大への支援
□ その他重要事業 項 1 商工費 内線 2213

□ 目 1 商工振興費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・伝統的工芸品（飛騨春慶）の海外での販路拡大に向けた取り組みを支援するため、専門知識を有
する団体に業務を委託する。

概要
・伝統的工芸品産業PRのためのホームページ、プロモーション動画作成（多言語対応）
・国内外の見本市出展に向けた事前プロモーション活動の実施

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 5,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・委託料
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 5,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]
○伝統的工芸品（飛騨春慶）の海外での販路拡大に向けた取り組み
　を支援するため、専門知識を有する団体に業務を委託
　
（１）海外への販路拡大基盤の整備
　　・国内外に伝統的工芸品の魅力を紹介するPR用ホームペー
　　　ジの構築・運用
　　・海外見本市出展に向けた事前プロモーション活動
（２） 生産体制の強化
　　・途絶えつつある技術の継承プログラムの実施
　　・海外需要に対応した生産体制構築に向けた取り組み

[スケジュール] [スケジュール]
R8.6月　　契約・着手
R9.3月　　 業務報告書提出

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 61155 道の駅等管理事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 商工振興課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 6 商工費

枝番・内容 1 道の駅の大規模改修
□ その他重要事業 項 1 商工費 内線 2213

□ 目 1 商工振興費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・飛騨街道なぎさのリニューアルによる地域振興の拠点としての充実を図る。 概要
・設計監理業務委託
・施設改修工事（外装改修、ＬＥＤ化、床改修、販売エリアレイアウト改修、レストランのオープンスペース化、キッズスペースの設置、空調設備改修　など）

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 70,600

繰越

主な経費

繰越

主な経費
・委託料
・工事請負費

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 70,600
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

道の駅「飛騨街道なぎさ」の大規模改修の実施
　○設計監理：R8.6～R9.7
　○改修工事：R8.10～R9.8（予定）

【施設改修の主な内容】
　・農産物直売スペースの拡大
　・レストランのオープンスペース化
　・特産品コーナーへの空調機器設置
　・授乳室の設置
　・キッズスペースの設置
　・屋根、外壁の再塗装

[スケジュール] [スケジュール]
R8.6月　　設計・監理業務　発注
R8.10月　 工事発注・着工
※R8.9.30 まで、擁壁補強工事を実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 61160 商工関係団体支援事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 商工振興課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 6 商工費

枝番・内容 1 酒米価格高騰に伴う酒蔵への助成
□ その他重要事業 項 1 商工費 内線 2213

□ 目 1 商工振興費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・酒米が高騰していることを受け、飛騨地域の酒蔵の経営改善・生産基盤の強化を図るため、飛騨
酒造組合に加盟する酒蔵に対し、飛騨三市（高山市、下呂市、飛騨市）による助成を実施する。

概要
・飛騨三市が合同で、飛騨酒造組合に加盟する１２蔵に対し、令和８年度に限り助成する。
・令和8年度の岐阜県産酒造用原料米の購入に対し、令和7年度の岐阜県産酒造用原料米契約数量に令和6年度の岐阜県産酒造用原料米価格との差額を乗じた金額の2分の１以内（１蔵あ
たりの上限5,000千円）を助成する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 15,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・補助金
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 15,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]
　・補助対象とする団体　　飛騨酒造組合

　・補助対象経費　令和8年度に購入する岐阜県産酒造用原料米の
　　　　　　　　　購入費用

　・補助金算定　　市内酒蔵における令和7年度の岐阜県産酒造用
　　　　　　　　　原料米契約数量に令和6年度の岐阜県産酒造用
　　　　　　　　　原料米価格との差額を乗じた金額の2分の１以
　　　　　　　　　内（１蔵あたりの上限5,000千円）

[スケジュール] [スケジュール]
5月～　補助金の交付申請・補助金の概算交付
3月　　補助金の実績報告

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

商工労働部 雇用・産業創出課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 中心市街地活性化事業 ・飛騨高山にぎわい交流館「大政」の運営

・まちづくり会社との連携によるまちなかの賑わい創出

・空き店舗等の活用に対する助成

・商店街等の魅力アップの取り組みに対する助成

・商店街等のアーケード等共同施設の改修に対する助成

・商店街活性化の取り組みに対する助成

６７，８８７

２ 創業支援事業 ・県保証協会創業支援資金融資預託金

・創業支援資金融資利子補給金（債務負担）・保証料補給金

・県制度融資の借入れに対する助成

・特定創業支援を受けた起業者に対する助成

１４８，６００

３ 企業誘致対策事業 ・企業立地に対する助成

◎サテライトオフィス等の開設に対する助成（助成対象の拡充）

５８，３８０

４ 若者定住促進事業 ・３５歳未満の地元就職者に対する奨学金返済助成

・３５歳未満の地元就職者に対する奨励金

・住居賃借する３５歳未満の地元就職者に対する助成

９７，９２０

５ 勤労者融資事業 ・勤労者生活安定資金融資預託金

・勤労者住宅資金融資預託金

・育児介護休業資金融資利子補給金（債務負担）

・勤労者生活安定資金融資保証料補給金

２１，４７０

15



６ 雇用促進事業 ・小中学生の職場体験に対する助成

・こども夢創造事業（しごと体験）

・インターンシップ受入事業者に対する助成

・大学・高校等新卒者向け合同企業説明会

◎都市圏若手人材交流イベントの開催

・市内若手社員向けセミナー開催に対する助成

・市内事業者の求人情報発信に対する助成

・市内事業者の外国人材雇用に対する支援

・市内事業者の副業・兼業人材活用に対する支援

◎市内企業のＤＸ推進・デジタル人材の育成に向けた伴走支援

３３，９５０

７ 働き方改革推進事業 ・働き方改革セミナーの開催 ７５０

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野５－（２）》商業・工業

★中心市街地の活性化

〇域外資本企業と市民・地元事業者の共存を図るための取り組みの検討

《施策分野５－（３）》雇用・労働

★働き方改革推進事業

★雇用促進事業

★若者定住促進事業
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 61150 企業誘致対策事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 雇用・産業創出課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 6 商工費

枝番・内容 1 サテライトオフィス等の誘致（サテライトオフィス開設等支援事業補助金の拡充）
□ その他重要事業 項 1 商工費 内線 2797

□ 目 1 商工振興費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・企業誘致やサテライトオフィスの立地の促進により、地元雇用や移住の促進、ビジネス機会の創
出による地域経済の好循環の醸成を図る。

概要
・企業誘致活動
・サテライトオフィス、コワーキングスペースの開設に要する経費に対する助成

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 1,000 予算額 当初 1,000

予算額

当初 予算額 当初 2,000

繰越

主な経費 ・補助金

繰越

主な経費 ・補助金
補正等 補正等

最終 1,000 最終

決算額 0 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 0 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 1,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

サテライトオフィス新設に対する補助
補助対象：サテライトオフィス新設事業者（※）
　　　　　　　※飛騨地域内に本社および住民票を有しないもの
補助率：初期経費10/10、借上料1/2（3年間）
限度額：1,000千円

[事業内容]
サテライトオフィス新設に対する補助
補助対象：サテライトオフィス新設事業者（※）
　　　　　　　※飛騨地域内に本社および住民票を有しないもの
補助率：初期経費10/10、借上料5/10（3年間）
限度額：1,000千円（3年間総額）

[拡充]
コワーキングスペースの開設に対する補助
拡充目的：多様な働き方を求める都市部の人材の流入促進及び観光目
的で来高するデジタルノマドの長期滞在を促し、産業構造の多様化、地域
経済の活性化等を図る　　　　　　 
補助対象：コワーキングスペース新設事業者（※）
　　　　　　 ※市内に事業所等を有するもの
補助率：同上
上限額：同上
実施期間：3年間（R7～R9）

〔補足〕
コワーキングスペース・・・複数の企業、個人等が共用して利用することが
できるシェアオフィス等
デジタルノマド・・・デジタル技術を駆使してリモートワークをしながら、世界
各国を渡り歩き、国際的に活躍する高度人材

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]
サテライトオフィスおよびコワーキングスペース開設に対する補助
補助対象：①サテライトオフィス開設事業者（※1）
　　　　　　 ②コワーキングスペース開設事業者（※2）
　　　　　　　※1飛騨地域内に本社および住民票を有しないもの
　　　　　　　※2市内に事業所を有するもの
補助率：初期経費10/10、借上料5/10（3年間）
限度額：1,000千円（3年間総額）

〔拡充〕
補助対象者として、飛騨地域外から市内のシェアオフィスにサテライトオフ
ィスを開設する事業者を追加

[スケジュール]
・R7.4～　拡充

[スケジュール]
・R8.4～　拡充

次年度以降
の考え方
(担当課)

☑ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 61230 雇用促進事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 雇用・産業創出課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 6 商工費

枝番・内容 2 都市圏若手人材交流イベントの開催
□ その他重要事業 項 1 商工費 内線 2797

□ 目 2 労政振興費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・都市圏の若者と地元企業社員とのつながり及び地元出身者など参加者同士のつながりをつくる機
会を創出する。

概要 ・本市出身または本市に関心のある若者を対象に市内企業との交流会を開催

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 2,800

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・委託料
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 2,800
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

　

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]
本市出身の若者や本市に関心のある若者を対象として、市内企業につい
て理解を深める交流会を都市圏で開催し、市内企業関係者や本市出身者
等との関係性を構築することにより、将来的な地元就職やUターンの促進
を図る。

場所：東京都内
回数：年2回

[スケジュール] [スケジュール]
R8.4～　計画・実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 61230 雇用促進事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 雇用・産業創出課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 6 商工費

枝番・内容 1 ＩＴ人材の育成（企業DX推進に向けた伴走支援事業）
□ その他重要事業 項 1 商工費 内線 2797

□ 目 2 労政振興費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・市内企業のDX活用を推進することにより、人材不足の解消および業務効率化による持続可能な
市内産業の発展を目指す。

概要
・生産性向上と労働力不足への対応が求められる中、DXに取り組む意欲がありながら推進方法に課題を抱える市内企業に対し、専門家によるデジタル技術導入やデジタル人材育成の伴走
型支援を実施
・個別企業の課題解決を通じて具体的な好事例を創出し、その取組について市内企業に横展開

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 8,700

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・委託料
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 8,700
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

　

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]
市内企業を対象に専門家による企業DX人材育成のための伴走支援を実
施
・事前説明セミナーを開催し、支援企業を募集、選定
・各企業ごとの現地指導による課題抽出から実装計画策定及びデジタル
技術導入、企業内で自走化するためのデジタル人材の育成を伴走支援
・取組事例集の作成により成果を市内企業へ周知

[スケジュール] [スケジュール]
Ｒ8.4～　 契約・準備
R8.8　　　事前説明セミナー
R8.9～2　伴走支援
R9.3　　　 発表会、事例集周知

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

飛騨高山プロモーション戦略部 ブランド戦略課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ ブランド推進事業 ・新商品開発、見本市出展等のブランド展開に対する助成

・インナーブランディングの推進

デジタルアーカイブ事業（映像等記録作成）の実施

メイド・バイ飛騨高山認証制度

セミナー、講演会の開催

５，６９０

２ 移住交流促進事業 ・移住者の家賃、空家の購入改修に対する助成

・東京２３区からの移住に対する助成

・移住コーディネーター制度の活用

・飛騨高山移住者ネットワーク「ツラッテ」の運営

・関係人口創出・短期人材受入に対する助成

・飛騨高山「めでたの会」の会員募集ほか

２７，８１０

３ ふるさと寄附推進事業 ・ふるさと寄附ＰＲ １，４５１，１８０
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令和８年度主な所管事務及び事業

飛騨高山プロモーション戦略部 観光課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 観光推進事業 ・職員海外派遣

・外国人医療受入れ体制の整備（外国人向けワンストップ窓口）

・観光施設等におけるバリアフリー啓発冊子の作成

・地域活性化起業人材の受入

・芸妓育成に対する助成

・鉱泉源保護管理施設の整備等に対する助成

２６０，７１４

２ 誘客プロモーション推進

事業

・飛騨高山国際誘客協議会負担金、飛騨高山観光客誘致推進協議会負担金

◎ＮＨＫのど自慢の招致ほか（市制施行９０周年記念事業）

◎観光地域づくり組織によるプロモーションの推進等に対する助成（助成

対象事業の拡充）

３０６，３４０

３ 観光施設運営事業 ・荘川の里 旧山下家屋根修繕工事ほか ４８０，２６０

４ 飛騨民俗村再整備事業 ・板倉屋根等修理 ５７，４００

５ 観光案内所運営事業 ・観光案内所の管理運営 ９，０１０

６ 観光施設事業 ・あかんだな駐車場の管理運営

・乗鞍高原飛騨高山スキー場の管理運営

１４２，９００
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参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野５－（５）》プロモーション・観光

★観光地域づくり組織による誘客施策の推進及び受入環境の整備

★飛騨民俗村再整備事業

★奥飛騨温泉郷活性化事業

○飛騨高山スキー場のあり方に向けた検討
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 62170 誘客プロモーション推進事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 観光課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 6 商工費

枝番・内容 2 市制施行90周年記念事業に要する経費
□ その他重要事業 項 2 観光費 内線 2217

□ 目 1 観光振興費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・観光視点での市制施行90周年記念事業を実施することで誘客促進を図りつつ、市民の満足度向
上に繋げることを目的とする。

概要 ・NHKのど自慢の招致、支所地域を周遊する市民ツアーの実施

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 4,400

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・負担金
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 4,400
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

　観光視点での市制施行90周年記念事業を実施。
　実施にあたっては官民一体となった組織での展開を想定。

　　・NHKのど自慢の招致
　　・支所地域周遊ツアーの造成

[スケジュール] [スケジュール]

　・NHKのど自慢の招致
　　　→　R8.5
　
　・支所地域周遊ツアーの造成
　　　→　夏季と冬季

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 62170 誘客プロモーション推進事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 観光課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 6 商工費

枝番・内容 1 観光地域づくり組織によるプロモーションの推進等に対する助成
□ その他重要事業 項 2 観光費 内線 2217

□ 目 1 観光振興費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・官民の役割分担を明確化し、民間主体の観光地域づくり組織による持続可能な観光地域づくりを
支えることで、国内外から選ばれ続ける、住んでよし、訪れてよしの国際観光都市飛騨高山の実現
を目指す。

概要 ・高山市における一体的なプロモーション等の実施に係る事業費及び必要となる人件費相当額の助成

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初 195,000

予算額

当初 予算額 当初 270,000

繰越

主な経費 ・補助金

繰越

主な経費 ・補助金
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 195,000 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 75,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

○補助金内訳
　・出向宣伝等に要する経費
　・各種パンフレット等媒体物印刷に要する経費
　・ブランディング業務に要する経費
　・地域連携事業に要する経費
　・コンベンション開催支援に要する経費
　・教育旅行誘致促進に要する経費
　・体験プログラム利用促進に要する経費
　・松本・高山BigBridge構想の推進に必要な経費
　・上記事業の運営に要する人件費

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

○補助金内訳
　・出向宣伝等に要する経費
　・各種パンフレット等媒体物印刷に要する経費
　・多言語WEBサイト制作業務に要する経費（拡充）
　・ブランディング業務に要する経費
　・国内プロモーションに要する経費（拡充）
　・マーケティング業務に要する経費（拡充）
　・地域連携事業に要する経費
　・コンベンション開催支援に要する経費
　・教育旅行誘致促進に要する経費
　・体験プログラム利用促進に要する経費
　・松本・高山BigBridge構想の推進に必要な経費
　・各観光協会の運営助成に要する経費（拡充）　
　・各地域のイベント助成に要する経費（拡充）
　・上記事業の運営に要する人件費

[スケジュール]

・R7.4～　事業実施

[スケジュール]

・R8.4～　事業実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

建設部 建設課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 道路河川等整備推進事業 ・道路協会負担金ほか

国、県事業の道路及び河川等の整備に対する要望活動の実施

３，５１５

２ 道路新設改良事業 ・道路改良

旅行村線（上岡本町地内）、名張上切線ほか（国府町地内ほか）工事

・橋りょう長寿命化改良

不動橋（大新町・七日町地内）

継続費 令和７年度～令和８年度（工事）

庄島橋（清見町大原地内）工事

５６９，２９６

３ 街路整備事業 ・街路松之木千島線（松之木～江名子工区）

継続費 令和６年度～令和１０年度（工事）

・街路松之木千島線（松之木～江名子工区）残土受入整備

継続費 令和７年度～令和１０年度（工事）

・街路松之木千島線（千島工区）

第一松倉踏切工事委託（債務負担）

・街路西之一色花岡線

用地取得、物件移転補償

３，７８３，０１５

４ 中部縦貫自動車道等推進

事業

・中部縦貫自動車道（高山～平湯間）及び国道４１号（石浦バイパス）の

整備促進

用地測量（平湯～久手間）

中間インターチェンジ整備に向けた用地購入ほか

４５１，４４０
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参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（○）

《施策分野３－（４）》道路・河川

★旅行村線の整備

★松之木千島線（松之木～江名子間）の整備

★松之木千島線（県道～国道４１号間）の整備

★西之一色花岡線の整備

★中部縦貫自動車道（高山～平湯間）の整備促進

★国道４１号（石浦バイパス）の整備促進

★交差点の改良
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令和８年度主な所管事務及び事業

建設部 維持課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 道路橋りょう維持修繕事業 ・工事発注時期の平準化（債務負担行為の設定）

・地域枠の設定による道路維持修繕

・道路修繕、私道修繕、側溝修繕、舗装修繕、道路原因者工事、橋りょう

修繕

・道路防災点検

橋りょう（６５橋）、トンネル（５箇所）

６９５，４００

２ 交通安全対策事業 ・防護柵、道路反射鏡、区画線（中央線）、交差点等照明灯（ＬＥＤ化）、

道路標識ほか

１８５，３６６

３ 除雪対策事業 ・道路、歩道除雪

・消融雪側溝整備工事（西町八軒町 1 号線）

・道路融雪設備更新工事（丹生川上宝線）

・除雪車両購入

◎除雪運行管理システム導入

１，２８４，７００

４ 普通河川整備事業 ・普通河川浚渫工事（内垣内谷川ほか７河川） １８６，０００

５ 駐車場管理事業 ・駐車場の運営、管理

◎市営駐車場の利用実態調査

５８，６６６
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参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（○）

《施策分野３－（４）》道路・河川

○幹線市道の長寿命化の検討

○デジタル技術の活用による効率的な除雪業務の検討
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 72500 除雪対策事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 建設部維持課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 7 土木費

枝番・内容 1 除雪運行管理システムの導入
□ その他重要事業 項 2 道路橋りょう費 内線 2322

□ 目 5 除雪対策費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・除雪車両の作業状況管理及び除雪費用の算定に関わる一連のシステムを導入し、効率的・効果
的な除雪業務を進める。

概要 ・除雪車両にGPS端末を搭載し、除雪車両の位置情報及び除雪作業の開始・終了時刻の取得により、作業時間の記録作成をデジタル化し、事務の効率化・省力化を進める。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 　ｂ R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 23,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費
機械器具費
システム利用料

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 23,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]
・除雪用車両にGPS機能を搭載したスマートフォン型の端末を導入し運用
する（市が手配したものを除雪業者へ貸与する）。

[スケジュール] [スケジュール]
・R8.11　　運用開始

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 74800 駐車場管理事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 建設部維持課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 7 土木費

枝番・内容 1 市営駐車場ゲート等更新整備（市営駐車場利用実態調査）
□ その他重要事業 項 4 都市計画費 内線 2322

□ 目 7 駐車場管理費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・利用実態に応じた駐車場利用料金の改定を見据え、市営駐車場の利用実態調査を行う。 概要 ・利用実態に応じた料金改定を見据え、更新工事の前に市営駐車場の利用実態調査を行う。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 　ｂ R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 11,500

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・市営駐車場利用実態調査委託料
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 11,500
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]
・利用実態に応じた料金改定を見据え、市営駐車場の利用実態調査を行
う。

[調査実施箇所]
　　以下の市営駐車場５箇所
　　　 ・弥生橋駐車場
　　　 ・えび坂駐車場
　　　 ・神明駐車場
　　　 ・不動橋駐車場
　　　 ・天満駐車場

[スケジュール] [スケジュール]
・R8.5　　 事業者選定
・R8.6～　調査開始

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

都市政策部 都市計画課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 総合交通対策事業 ・バス運行事業

まちなみバス、のらマイカー、匠バスの運行

小型車両による運行

・高根地域における交通空白地有償運送に対する助成

◎高齢者、若年者等の公共交通の利用促進（中・高校生の幹線バス回数券

購入に対する助成の追加）

３２９，３１１

２ 都市計画推進事業 ・都市計画制度の運用 ２，４９３

３ 緑地保全推進事業 ・保全緑地に対する助成

・市指定保存樹等管理に対する助成

１２，３１０

４ 公園管理事業 ・公園施設長寿命化整備計画の策定

◎公園施設長寿命化整備（城山公園ほか）

３３４，７８４

５ 歴史的環境保全整備事業 ◎まちなみ周遊歩行空間の整備（市道下三之町大新町線） ３４，３００
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参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《政策分野３－（１）》土地利用・都市計画

★中心市街地の活性化

★無電柱化整備事業

〇車両流入抑制対策の検討

〇都市計画の適時適切な見直し

〇里山保全の方法等の見直し

《政策分野３－（２）》公共交通

★ニーズを踏まえた公共交通の推進

《政策分野３－（３）》住宅・公園・景観

★都市公園等長寿命化整備
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 21600 総合交通対策事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 都市計画課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 2 総務費

枝番・内容 1 公共交通利用促進のための助成
□ その他重要事業 項 1 総務管理費 内線 2363

□ 目 17 総合交通対策費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・公共交通の使いやすさを向上させ、利用促進を図る。 概要 ・公共交通の利用に対する助成

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 12,000 予算額 当初 1,500

予算額

当初 予算額 当初 2,100

繰越

主な経費 ・補助金

繰越

主な経費 ・補助金
補正等 3,000 補正等

最終 15,000 最終

決算額 15,005 決算額

対前年度増減額（決算） 2,989 対前年度増減額（当初予算） △ 10,500 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 600
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

・おでかけパスポート　発行枚数：164枚　利用者数：24,555人
・ヤングパスポート　利用者数：41,984人
・さるぼぼバス運賃補填　利用者数：62,794人　

[評価等]
・ヤングパスポートが定着し、高校生以下の利用者が増加した
・外国人を含む観光客の増加に伴い、さるぼぼバスの利用が増加した

[事業内容]

利用促進事業の実施
　・おでかけパスポート
　・ヤングパスポート

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

利用促進事業を拡充し、実施
　①おでかけパスポート
　②ヤングパスポート
　③学生回数券補助　（拡充）

・濃飛バスが販売する学生回数券（１３枚綴りを１０枚分の価格で買うこと
ができる回数券）を、高校生以下の市民を対象に、通常の2/3の割引価格
で購入できるよう公共交通利用促進補助金を拡充する。

[スケジュール]
R7.4～

[スケジュール]
R8.4～実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

・匠バス飛騨の里線を休止し、さ
るぼぼバスで運行することとし、
さるぼぼバスへの運賃補填につ
いては廃止する。

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

☑ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 74600 公園管理事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 都市政策部　都市計画課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 7 土木費

枝番・内容 1 公園施設長寿命化整備事業
□ その他重要事業 項 4 都市計画費 内線 2313

□ 目 5 公園管理事業費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・市民や観光客が公園やまちかどスポットなどを安全・安心・快適に利用できるよう管理し、潤いと
やすらぎを感じることができるまちづくりを推進する。

概要 ・長寿命化整備計画に基づく都市公園、地区公園の整備

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 154,500

繰越

主な経費

繰越

主な経費
・委託料、工事請負費（都市公園、地区公園の長寿命化
計画策定）
・委託長寿命化整備

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 0 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 154,500
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・長寿命化計画の策定（都市公園３、地区公園３）
・城山公園、原山市民公園、あららぎ公園について長寿命化整備を実施

[スケジュール] [スケジュール]
　
・R8.7～R9.3　長寿命化計画策定
・R8.4～R9.3　長寿命化整備設計委託および整備工事の実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 74700 歴史的環境保全整備事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 都市政策部　都市計画課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 7 土木費

枝番・内容 1 まちなみ周遊歩行空間の整備
□ その他重要事業 項 4 都市計画費 内線 2313

□ 目 6 快適環境整備費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・まちかどスポット等の再整備や適切な管理を実施し、市街地の周遊性とまちなかの歴史的風致の
向上を図る。

概要 ・市道下三之町大新町線の歩行空間整備により周遊ルートの快適な環境を創出する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 34,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費
・測量設計委託料
・下三之町大新町線修景整備ほか

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 0 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 34,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・千島橋から連合橋までの市道下三之町大新町線の周遊性向上のため
の歩行空間を整備する。

[スケジュール] [スケジュール]
　
・R8.6～R8.10　測量委託実施
・R8.10～R9.3　整備の実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

都市政策部 建築住宅課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 建築政策推進事業 ・伝統的大工技術継承に対する助成

・大規模盛土造成地の地盤調査

２７，５８９

２ 建築物耐震対策事業 ・木造住宅の耐震診断の無料実施

・一般建築物等の耐震診断助成

・木造住宅等の耐震補強助成

２０，３１０

３ 空家等対策事業 ・空家相談会の開催

・空家の除却に対する助成

５，７５０

４ 景観保全奨励事業 ・市街地景観保存区域保存会に対する助成

・景観形成（塀等設置）に対する助成

◎高山の景観にふさわしい看板設置に対する助成（補助率・補助上限の拡

充）

・景観重要建造物の修景に対する助成

・市街地景観保存区域建造物の修景等に対する助成

◎景観まちづくりの推進（景観ガイドライン等の作成ほか）

３８，５９０

５ 市営住宅管理事業 ・奥飛騨温泉郷団地外壁等改修ほか ２３３，９２７
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参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野３－（３）》住宅・公園・景観

★市営住宅整備方針に基づいた適正配置

★良好な景観の保全・創出

〇空家の活用・空家防止策の検討

《施策分野５－（２）》商業・工業

〇域外資本企業と市民・地元事業者の共存を図るための取り組みの検討
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 74510 景観保全奨励事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 都市政策部建築住宅課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 7 土木費

枝番・内容 2 高山の景観にふさわしい看板補助金の拡充
□ その他重要事業 項 4 都市計画費 内線 2312

□ 目 4 景観保全総務費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・「高山市美しい景観と潤いのあるまちづくり条例」に規定するまちづくりの方針に基づいて屋上看
板、壁面看板、突出看板及び広告塔を景観重点区域内に設置、もしくは景観にふさわしくない看板
を撤去する事業に対して支援する。

概要 ・令和７年度に見直した新たな景観形成基準により、既存不適格となる看板の是正と良好な景観の創出を図る。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 1,800 予算額 当初 1,800

予算額

当初 予算額 当初 14,800

繰越

主な経費 高山の景観にふさわしい看板補助金

繰越

主な経費 ・高山の景観にふさわしい看板補助金
補正等 補正等

最終 1,800 最終

決算額 368 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 0 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 13,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・令和７年度に見直した景観計画の基準について、新たに既存不適格とな
る原色使用の看板、夜間景観を阻害する照明看板等の改修・撤去にかか
る費用の一部を助成する。

[スケジュール] [スケジュール]
・R8.4　補助申請受付の開始

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 74510 景観保全奨励事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 都市政策部建築住宅課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 7 土木費

枝番・内容 1-1 高山市景観アドバイザーによる景観・歴史まちづくりの推進
□ その他重要事業 項 4 都市計画費 内線 2312

□ 目 4 景観保全総務費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・インバウンド需要を背景とした特にまちなかにおける店舗の出店等により、本市の景観の現状を
危惧する様々な意見が寄せられていることを踏まえ、専門的かつ全国的な視点からの検討を加え、
景観分野に関する政策をより強力に推進するため「景観アドバイザー」を設置する。

概要 ・景観アドバイザーの設置

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 180

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・景観アドバイザー謝礼、費用弁償
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 180
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・以下の役割を担う景観アドバイザーを設置する。
　（１）本市の景観及び歴史まちづくりに関する政策への助言及び意見
　（２）上記政策に携わる職員の指導及び当該職員からの相談への対応
　（３）景観及び歴史まちづくりに関する識見を有する者の本市への紹介
　　　及び連絡調整

[スケジュール] [スケジュール]
・R8.4　　　景観アドバイザー委嘱
・R8.4～　 職務の依頼

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 74510 景観保全奨励事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 都市政策部建築住宅課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 7 土木費

枝番・内容 1-2 高山市屋外広告物モニターによる違反広告物把握事業
□ その他重要事業 項 4 都市計画費 内線 2312

□ 目 4 景観保全総務費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・市民の屋外広告物に対する関心の高まりを受け、これまで不十分であった既存の屋外広告物の
現状調査を行うとともに、景観形成基準を満たしていない屋外広告物を調査する。

概要 ・屋外広告物モニターの設置

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 100

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・屋外広告物モニターへの謝礼
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 100
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・屋外広告物モニターとして、次の職務を依頼する。
　（１）街中をはじめ市内の屋外広告物の現状調査
　（２）市や地域の景観形成基準への適合の有無を確認
　（３）景観形成基準に不適合な屋外広告物の整理
　（４）整理した違反広告物の市への報告

[スケジュール] [スケジュール]
・R8.7　　　屋外広告物モニター委嘱
・R8.8～　 職務の依頼

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 74510 景観保全奨励事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 都市政策部建築住宅課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 7 土木費

枝番・内容 1-3 高山市景観ガイドライン等の作成
□ その他重要事業 項 4 都市計画費 内線 2312

□ 目 4 景観保全総務費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・事業者や一般市民等に対し分かりやすくまとめた「景観ガイドライン」と、望ましい看板等のあり方
を示した「高山市サインデザインマニュアル」を新たに作成し、域外事業者などに向けた情報発信の
ツールとして活用する。

概要
・事業者や一般市民等に対し、景観計画及び屋外広告物関係制度とともに将来の町並のあるべき姿などを分かりやすくまとめた「景観ガイドライン」を作成し、景観まちづくりを推進する。
・景観や屋外広告物の良好な事例を紹介した「高山市サインデザインマニュアル」を作成し、高山市の景観づくりの視点や目指す将来像を市民や事業者と共有するとともに、域外事業者など
に向けた情報発信のツールとして活用する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 5,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・景観ガイドライン等作成委託料
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 5,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・景観計画及び屋外広告物関係制度について、現行規制の内容や目指す
姿を視覚的に分かりやすくまとめた景観ガイドラインを作成する。

・まちの景観を彩る看板の優良事例写真などをまとめたサインデザインマ
ニュアルを作成する。

[スケジュール] [スケジュール]
　・R8.6　　　景観ガイドライン、サインデザインマニュアルの骨子作成
　・R8.10～ 事業者選定
　　　　　　　  景観ガイドライン、サインデザインマニュアルの作成
　・R9.3　　　配布

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

水道部 上水道課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 上水道事業 ・配水区域の再編整備（宮第１水源、一宝水・一重ケ根）

・配水管布設替

・基幹管路の耐震化整備

７３５，９００

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野３－（５）》上水道・下水道

○上下水道料金の見直し
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令和８年度主な所管事務及び事業

水道部 下水道課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 下水道事業 ・下水道処理区域再編整備（北平・坊方）

・汚水管きょ布設、マンホール蓋長寿命化、マンホールポンプ更新

・下水道管理システムデータ（下水道ＧＩＳ）の整備

継続費 令和６年度～令和８年度

・公共下水道施設の長寿命化整備

・特定環境保全公共下水道施設の長寿命化整備

・農業集落排水施設の長寿命化整備

◎宮川終末処理場耐震化整備基本構想の策定

５３１，０００

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（○）

《施策分野３－（５）》上水道・下水道

★下水道処理区域の再編整備

★宮川終末処理場の耐震化整備

○上下水道料金の見直し
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 21200 処理場建設費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 17 下水道事業会計
担当課 下水道課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 1 資本的支出

枝番・内容 1 処理場の耐震化整備
□ その他重要事業 項 1 建設改良費 内線 2268

□ 目 2 処理場建設費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・公共用水域の水質汚濁を防止し、生活環境の維持向上を図る。 概要 ・宮川終末処理場の計画的な耐震化整備を実施する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 65,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・委託料
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 65,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

宮川終末処理場（水処理棟）の耐震化整備に向け、基本構想を策定する
。
・基礎調査（現施設の状況調査）
・対象水量等の検討および処理能力（必要な性能値）の設定
・国庫補助申請に必要な事業計画の策定

[スケジュール] [スケジュール]

R8　　　　   基本構想
R9　　　　   基本計画（概略配置図等を作成）
R10　　　    基本設計（最適処理方法等の検討および設計）
R11　　　 　 実施設計（詳細設計）
R12～16　　耐震化工事

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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